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島根願第三紀層に關する二、三の問題

吉 田 博　　直

　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き

　島枳県の第三紀層については，1897年大塚専一，山上万次郎の図届調査以来，諸研究者

の調養が行われてきた。筆者は広島文理科大学地質学鉱物学教室の研究員・学生によつて，

1950年以来行われている当地域の地質調養に加わつて調査の機会をえた。

　この調査に基いて現在の舛識を墜理し，聞題点を提示，諸氏の御批判を仰ぐ次第であり

ます。

　この研究にあたつて御指導を頂いた今村外治・木野崎吉郎・小島丈児・迎三千寿・多井義

郎の諸氏及び諾地域の調李にあたられた学生のかたがたに深い謝意を表する次第でありま

す。なおこの研究に際し種々御便宜を与えてくださつた久利村中小学校の諸先生がitこ，大

阪石膏松代鉱山のかたがた，大田町のがたかたに感謝致します6

　　　　1　島根縣第三系の層序と梼造

　A　第三紀暦の分布の形

　付図により明らかのように島根県の第享1己層の南縁部は，ほぼ一定の聞隔をもつた基

の突出部と，ほぼ等面蹟6等間隔をもつてくりかええされる湾入部の連続からなつている。

丙より浜田市付近に湾入部の南緻部がみられる。これを浜田，湾入部と呼ぶ。那賀郡国府村

東方より江の川東部迄は基盤岩類の突出部がみられる。この突出部を那賀傘島部と呼ぶ。

那賀牟島部以東安濃郡大田町に至るあいだには著い・第三た層の湾入部がみられる。これ

を麺摩湾入部と呼ぶ。大田町以凍簸川郡窪田村に至るあいだには著しい基盤岩類の突出部

があり，これを安濃牟島部と呼ぷ。安濃宇島部以東，簸川郷稗原村に至るあいだの湾入

部は飯石湾鵬と呼ぶ。飯石湾入部以東，八束郡忌部村に至る基盤の突出部を大原牛島

部と呼ぶ。大原牟島部の東にはく0万分の1西部鉱山図によれば大山に至るあいだに2つの奮

入部と1つの牟島部が存在するが，末調査のため不明であるoさて，浜由湾入部・遍摩湾入

部・飯石湾入部及び大原牟島部以東に予想される密入部の相左の間隔は15～20粁である。

これら湾入部の面穫は200不方粁前後であり，東西及び甫北の径は15粁程度である。．

B　齊入部に於ける履宇
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浜田轡入部
　　　　　　麺摩轡入部
（今村ユ952）

ヒ
コ
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　　　　　　　　　　　布志名，来待地区
安濃車島部飯石轡入部　（大原牢島部）
（口田儀）　　　　　　（冨田，酒井1937）

島根孚島中
央部
（多ジー1二1’953）

唐鐘累暦

家田谷累暦

先国府暦群

大森累暦

川合累層

君谷層群

布志名累暦

大森累層

川合累層

波多層群

出雲須佐累暦

東須佐累層

波多層群

松江累層

布志名累暦

大森累暦

玉造累層

松江累層

古江累層

古浦累暦

　　基盤岩類　　　基盤岩類　　　基盤岩類　　　1基盤岩類　　　基盤岩類
　　　　　　　（花嵩岩類．結（花嵩岩類）　（花嵩岩類）　（花嵩岩類）
　　　　　　　晶片岩類）

　これら轡入部について言えることは，先玉造期の火山噴出を主とする地暦と玉造期の地

層及び大森期の地暦の三者はいすれも傾斜不盤合の関係にあり，大森累層より新しい第三

紀暦が確認されていないことである。・

　C　構　　造

　これら轡入部の大孚は前玉造期の火山噴出物によつて占められ，：！L部に玉造期相当層及

び大森期相当層が分布する。魎摩轡入部においては君谷層群は顕著な基底礫碧を俘なうが・

飯石轡入部の大部分の地域においては波多層群は基底礫岩を俘なわす，火山噴出物が直接

に基盤をおおう6玉造期相当層はいすれの地域にても顕著な基宜礫岩を有している。飯石

魎入部においては東須佐累暦は明瞭に波多累層にアバツトしてくるが，遍摩轡入部におけ

る君谷層群と川合累層のあいだには飯石攣入部におけるほど明瞭な関係は認められない。

　1）　裾曲構造　前玉造の火山端類の構造については不明であるが，玉造累暦相当層の

瓦較的広く分布する飯石轡入部及び魎摩轡入部における玉造累層相当層の購造は付図に示

されたように，長径5～6粁，短径3～4粁の背斜・向斜のくりかえしよりなつている。大

森累層は局部的に小規模な背斜・向料をつくつてはいるが，一般に5～10曳のゆるい傾斜

をもつている0

　2）　断層購造　轡入部の第三紀層と基盤岩類・とは一投に不墾合関係をもつて接する

が，部分的には断層関係をもつて接する。

　遍摩轡入部において最も顕著な断暦系は東北一四南性のもので，2～3粁の間隔をもつて
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ヱF一行に走つており（現在まで7が知られている）北部のものは大森累暦を切っている。甫

北1生の断層は轡入東部に発達し，川合累暦は切つているが，大森累暦にはおおわれている○

また逓摩轡入部の西部は西北函一東南東の大森累層まで切る断暦により境されている。

　飯石轡入部において最も発達しているのは北北東一南南西のものであり，ユ～2粁の間隔

をもつた階段断層であり，東須佐累層の摺曲後，大森累暦堆積前のものである。北部の大

森累層発達地域にも南北r生の断層が発達しているo

　D宍道傘島地域との比較

　宍道掌島部を調査した多井義郎によれば，玉造累層下部と考える古浦砂岩層より，冨田

達・酒井栄吉の調杏した湖南地区の上部布志名層に対比しうる下部松江砂岩層迄のあいだ

に著しい堆積の中絶は存在しない。その地質構造は，ほぼ東西の摺曲軸群と有する複背斜

構造をなし，複背斜主軸は東西に数十粁以上のび，背斜部の短裡も10粁を超える。この摺

曲構造形成の時期は下部松江砂岩層堆積後の摺曲運動によるものである。

　また簸川郡鰐淵鉱山北方には，東西にのびる向斜軸をもつた大規模な向斜構造がしられ

ているo

　すなわち，南部の湾入部の層序，構造の様式，構造運動の時期と宍道牟島地域のそれと

のあいだには著しい差道が認められる。

　V　宍道宇島と湾入部との中聞帯の地質　　大原牟島部と安濃孚島部の頂部を結ぶ線は

北70度東の方向をとり，この地域の岩層分布の方向と一致する。富田・酒井の調査し’tこ宍

道湖南岸地域についてみれば，爾氏は玉造累層，大森累層，布志名累層の三者の間に不整

合をおいているが，これらの累層は基盤にほぼ午行して東西に帯状にのび，北に傾斜し，

玉造累層より上位層に行くにつれて傾斜は（Pるくなり，ある程度の構造的差違が予想きれ

るが，不整合の性格は千行不整合的なものと考えられる。この帯状分布の性格は西方に連

続し，飯石湾入部の北部においても大森累層と布志名累層とのあいだにみられ，安濃牟島

部の北部においても川合累層，大森累層，布志名累履の三者は，東北東の走向を有し，一

様に北に傾斜し，zト行不墜合的関係をもつて接する。布志名累層の下部を構成する来待礫

岩層は八束郡玉造温泉東方より北70度東位の走向をもち，西方に60粁にわたり連続し，安

濃牛島部の四北，逓摩郡五十猛村において海中に没する。

　以上AよりEにおいて島根県の第三紀層は分布と層序及び構造の上から地質学的条件を

同じくする三帯に分けうることをのべた。

　　　　II　石膏鑛床と酸性岩類の活動時期について

　島根県の第三紀層分布地域には所々に塊状の石膏鉱体の分布が知られている。逓摩郡大

屋村鬼村・遽摩郡久利村松代5安濃郡大田町長谷等に産出がしられ，これらはほぼ東北東
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一1事癖有西の方向に排列している。宍道牟島においては簸川郡鰐淵村・簸川郡大社町鵜峠に

産出するQ

　鬼村鉱山・松代鉱山・長谷鉱山は逓摩湾入部に存在し，これらの地域における履序は下

記のごとくである。

大森累暦

層累合川

　層累造玉v

｛購礁含紫蘇輝石一輝石玄武岩

Wh＿t
酸性貫入岩体
上部頁岩暦
酸性凝灰岩層
〒蔀百岩膚一　　　鉱床胎胚暦

砂岩層
砂底礫岩暦

L－Vt＿－vv！tvxteftt！x

酸性凝灰岩層

鉱床成生
構造運動

構造運動

　松代鉱山付近においては川合累暦堆積末期に摺曲・断層を伴なう地殼運動があり，鉱体

は東西に延びた向斜の東端近く，南北性の断層帯に位置している。松代の鉱体はこの断層

運動によりプロツク化しナコr恰累履を交代してできている。松代鉱山北方1粁には大森累

層に不墜合におおわれ，前記甫北性の断層に切られていないと考えられる山倉寺酸性貫入

岩体（斜長石流紋岩乃至石英斑岩）が背斜軸にそつて，東西3粁・南北500乃至700米にわ

たり分布しているQ

　鬼村鉱床は松代鉱床の西方約3粁，山倉寺酸性貫入岩体の南1粁にあり，川合累層の酸

性凝灰岩及び頁岩を交代して存在する。

　長谷鉱床は松代鉱山の東北東6粁にあり，川合累層の酸性凝灰岩中にある。鉱床の付近

には広く斜長石流紋耕乃至石英斑岩の貫入岩体が分布し，これら諸岩層を大森累層に属す

る複輝石安山岩の熔岩流がおおつている。

　以上によつて逓摩湾入部にある石膏鉱床は川合期最末期の地殻運動に俘なつた酸性岩類

の活動に関係した鉱床と考えられる。

　一方宍道雫島部において，遍摩湾入部における石膏鉱床と密接な関「系を有していると考

えナこ酸性岩類と岩質上類似の岩類を求めれば八束郡古浦より八束郡本庄を通る複背斜主軸

にそつて分布する石英斑岩である。この酸性岩類については，恩藤知典・多井義郎は摺曲運

動によつて生じた背斜軸部の構造的弱帯にそつて貫入したものと考えた。従つて貫入時期

は古江累層より新しい地暦を切る場所はしられていないが，下部松江累層堆積後というこ

とになり，逓摩鷺入部のそれとの聞に著しい貫入期の相違がある。鵜峠鉱山゜薫琴淵鉱山の南

方の背斜部にも諸種の貫入岩体があり，石英斑岩乃至斜長石流紋岩の分布がしられている。
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鉱体は層序的に川合累層中上部に対比しうる頁岩層及び凝灰端層中に存在する。

　なお逓摩湾入部及び飯石麿入部においては酸性岩類の上位には含衆蘇輝石一一一llfP’石玄武暑

より始まる大森期の火山端類が広く分布するが，上記酸性岩類は認められない。

　上記のものと同端質と考えられる酸性端類は島根県第三紀層中に広く分布するゆえ，同

一・時期と決定しうれば本地域の調査に著しい便宜を与えうるものであり，時代を異にする

ことが明らかになればまた興味ある問題である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と　が　き

　島根果の第三系はその層序。構造運動の様式・構造運動の時期を異にする三帯に分けうる

ことをのべ，これら三帯の構造運動と酸性岩類との関係について考察しナ：。なお奮入部内

の諸問題，湾入部相互の相違点等に関しては，近く発表し諸賢の御批翔を仰ぎtこいと考え

てお・りますG

　　　　　　　　　　　　　　　　蓼　　考　　文　　献

1）

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

19）

11）

1：）

13）

14）

穴　塚　専　一　　（1896）：20万分三地質獄幅大出藪同説明書

患上萬次郎　（1896）：2◎万分1地質麩編三瓶出並懸説瞬書

地質調査所（1912）：憩万分1　大賛本帯国塁嚢隊産図　　　　　　　　　　　．

木　　下　　襲玉　　城　　　（1921）　：鵜練πi膏鉱床の威因，　ま凄質奉重自，　28一

木　下　鐙　城　（1933）：本邦の石嘗産地（其一，其二）地学雑，45－537　，53・←5・．B9，

　　　　　　　　　　　　　　違5－538，　　？589－－593

T．T◇m三捻and　E、　Sakai（1937）：Cei＞ez（）三c　Ge◎1《》gy　of　the　Klljkia。K三】rxat圭D三§tr三ct，

玉z疑灘◇Pf◇v三1｝ce，ぎapaa－A　c◎i｝tribgtioユ沁雛e王鍔1雀e◇雛s　Ge◎logy　O董癒e　E　ast　Asl砥三c

Pr◎vi菰ce◎f　Celkoloic　Alkalii｝e　R◎cks，　∫9ttr．　Shai｝ghai　Sc三．kist．，Sect。3王，　N《｝．5

P147～2◎4

富碗達・灌井栄吾（1938）：松江市附近の中新統について，地質雑，45－537，p529－532

嘉藤臭次郎（19茎9）：宍道摺1迦帯の一部について，地質雑，55－－6431939

多サ厳郎・浦田英夫（1950）：島板県宍道湖北東地域の暦序と擢造，地質雑，56－656・P3◎0

恩膿知典・多サ蟻鄭（1951）嘉根牛島第三系の地質学的研究（其の2）地質雑，57－一　670，p307

今村外治・吉出薄直・中期生一同・長迫邦一（1952）°島根県・1邸魂醸三系層序概観・

日本垣五質響会　西支報，10，P6～7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

今村夕｝治・迎三千壽・吉田博直・多弁嚢耶・和出健（1952）：中匡地方における後期斬生代の地

弾運動と火威活動，地薇雑，58－682　p346－347

刎厳郎（195の：農瓶牛島中央地区の暦序と構造一島楓牛島第三系の地質学的研究（その1）

f血質朶震，　58－687，　P573～533

豹厳郎（1953）・島樹・島中央地区磁序と構造（続）一島根L（ptS”－ll第三系の地賀学的研究

　（其の2）地質雑，59－・690，p93・－98



9

■

30 吉 田 直

｝

・＄°mePゆ1e卵・ρ郎heTρ岬￥’
，．formatigp　in　Shimane　prefectulre．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　Hiranao　YOSHIDA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　The　nothern　part　of　Shimane　P、ref．　consists　maてnIy　of　Tertiaでy　formation

res蕊！壌◎n・pre・Tertiary　gra捻ite　and　schist。　　　　”　　　　　・

　　，正nthe’southern　par亡of亡his　area　the　Tertiary　fermati◎n3　extendまltg　southward

are　apPeared　a3　embayment＄about　200　km2　in　dimention，　arranged　regularly

from　eas亡加we＄亡with　the　respect1ve　intervaユ◇f　1◎～コ5　k獄．　The　w　riter

named　them‘‘Hamada　Bay，’，‘‘Nima　Bay，’and‘‘lishiBaジ，，　re3pectiveiy　froms
　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も

ea3t　t◎We§亡，　which　arb　separated　by　noses　consisting　of　basement　rock

a・f・11・w・：・IHa血ad・B・y’l　and，N油B・y”by“Nak・P・蜘・・ia・”a・d“N・

ima　Bay，，　and‘‘Iishi　Bay，，　by．‘・ApσPeninsula，，．

ot・　 ’「

　　The　Tertiary　aでea撮ay　be　div呈ded圭Rt◎　亡h艶e　areag　ls縫dゴa3捻orthem，　m　i．

ddle　and　south分rn　one3　developing　from　ea3t　to　west　and’ presenting　a　zona三

aでrange凱en之．　The　stratigraphicaI　succession，　geologic・stfucture　and　period

of　the　structura王moveme轟亡3　are　differrent　in　each　z◎澄e．　Th量s　v圭ew田ay　be

shown　in　Tableユ．　　　　　　　　　　　　鴨

　　1難tr縫sive　masse3◎f　acidic　r◎ck§　（Plag1◎1三par三te　or　q鷲artz－porphyry）　　三z｝欄

truding　a㌻the　upper≧1host・Kawai　stage　are　found　on　the　dome鰍e　a鷺tic五ines

in　the　southem　area　where’some　gyp3um　depo3it3　Situated　in　the　rhidd1・e　or

upper　Kawa呈£orπ盛a重i（》識．are　appeared圭織th¢peripheral　・zoge◇f　the　ac圭dic
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　．

rocks．　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　”㍉　，，

∫轟th・we・亡・m　pa・t・f亡h・紺th・rR　a・ea・亡h・・e・1・。　a・e　th・si癖1・・’kえ捻d

of　deposits　found　in‘loi五shaie夢，βorrelated　to　the　upPer　Kawai　formatioD

and　acidic　rOcks　such　as　plagio鼓parits　or　quartz噂pohrpyry・

　　In　the　ea3teでn　part　of　the　notheqn　area，　there　are職｛》霧yp3雛阻　d∋P〔｝3鷺3　bt詫

acidic　intrugive　masse3　plQng　an　anticlipe－axis・According　to　the　opinion　indi・

cated　prev三〇Is三y　by　Ta1　a登d　O藷do，　珪量s，◇a　acco隷醜of　亡h藪r、occurences，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・：～

believed　that　these　acidic　rocks　intuded　in　or　after　the　period　of　foidin9．　In

consebuence，　it　seems　sure　that　the　intrusion　of　acidic　rocks　in　the　northern

area　took　place　a；the　post－Matsue　stage　but　this　is　not　agreeable　with　that

in　the　southern　area．

o
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Upper　Miocene

Middle　Miocene

Lower　Miocene

Geological

　　　　　Structure

Periods　of　Structural

　　　　　Movement

Northern　　area

SHIMANE　PENINSULA
　　　　（TAI　1952）

Middle area

MATSUE　Formation

FURUE　Formatioコ

KOURA　Formation

FU　JINA．　KIMACHI
（TOMITA　and　SAKAI）
　　　　　一．．1－．9　3　8．一

　　　　　　　　　　　　　　＋一一旧門一rr一一一一；’

MATSU噛E　Formation

　　　　　D’　／”nv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　〃、層戸　〃

FUJINA　Formation

　　　pa「al，1・1

0MORI　Fo1・mation

・一一一・－X－parallel

TAMATSU　KUR1
　　　　　　　Formation

KUCHITAGI

Anticlinorium

Synclinorium

axis　E－W

FUJINA　Formation

unconfor　mity

　　　　　　　　OMORI　Fo｝mation

unconfor　mity－v’．t’　t’　　一一
　　　　　　　　　　　　　　　　，

覧．t－x’＿r．∫J’．－MN、一一一t．Aへ

Ba3ement　Rocks
　　（granitic　rocks）

KAWAI　Formation

XtsJS．－WSt　rハ”r＿♪可へ！▽～ハ，　A　A♪ハ＿rvsJ＼

HATA　Group

－＿　　へ　　　　　　　　　　　　　　，、　〆、一ドー、’～　’　　　　　　　　　　　　　　　～＿一　、　　㌔　、　ua

Ba3ement　Rocks
　　（granitic　rocks）

monochinal，・dipPing　to　N．

Southern area

”HAMADA　Bay”
（IMAMURA　1952）

TOGANE　Formation

YATADAN　1　Formation

Pre－KOKUBU　Group
mu帆　’v馬tt－＿～　　　　　　　　　　　　　　～㌔VV＋．．．’V．．〆、rwrt

Ba3“ement　Rocks

”NIMA　Bay”

OMORI　Formation

，，

IISHI　Bay”

Post・MATSUE

ノ

IZUMOSUSA
　　　　　　　　　Form　ation

・・v．mu　clino・unconformity－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　HIGASHISUSA
　　KAWA（Formation　　　　　　Formation

　　　　　　clino－unconfor　mity　　　　　　　～

KIMITANI　Group　　HATA　Group

＾＾＾＾＾へA－一’・vb∫㌔nrw㌔ヘー

Ba3ement　Rocks　　　Basement　Rocks
（9ranitic　rocks　and　　　　’（9ranitic　rocks）

　　　　　　　　　　　schists）

Dome・like　autichiue　and　Basiu．like　syncliue

（length　5～6km，　width　3～4km）

　　　aXls　NE－SW　or　N＿S

’Pre－MATUE－Post　FUJINA

Pre－FU　JINA－Po3t　ONORI

Pre－OMORI－Post－KAWAI

Pre－KAWAI

Po3t・OMORI

Pre－OMORI－Post－KAWAI

Pre．KAMAI・Post－KIMITANI

Note：The　writer　Considers　the　TOMITA　and　SAKAPS　unconformities　as　paraIlel ones．

「


